
重点活動項目
ネットワーク社会を

支える
イノベーション

p.15

重要インフラ
としての高い安定性と

信頼性の確保

p.17

顧客満足の
継続的改善

p.21

サプライヤーとの
協働

p.23

地域貢献・
コミュニティー開発

p.26

顧客の
ネットワーク

セキュリティの
強靭化

p.19

社会への貢献

ICTが社会インフラとして浸透し続ける中、私たちの事業が社会へと
担う役割も多岐にわたります。私たちは「CSR基本方針」にもとづき、
情報通信技術の向上と情報セキュリティの確保に努め、グローバル規模
で安定した信頼性の高い情報通信サービスを提供しています。また、新
たなビジネスモデルの提供や社会貢献活動を通じ、あらゆる人々が参加
できる社会づくりに貢献しています。2011年度以降、私たちは、これ
らをすべてCSR重点領域「社会への貢献」におけるCSR目標（中期目標）
に反映し、継続的な改善を模索してきました。2017年度は、時代の変
化に即した新たな中期目標のもと、重点活動項目ごとに着実な成果を上
げることができました。2018年度以降もPDCA体制を強化しつつ、さ
らなる取り組みを進めます。

Our Ambition

◆ 時間や距離、言語などの制約を意識しない社会
◆ 常に安全で快適なネットワークが保たれる社会

イノベーションの力で、
グローバルに社会を支え続けるICT企業

見据える
SDGs 

Society
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重点活動項目 取り組み施策 中期目標
（5年後になりたい姿） 2017年度目標

2017年度取り組み結果
2018年度目標

バウンダリー

具体的な取り組み状況 定量的な結果 自己
評価

活動範囲
（組織内・外） 集計範囲

ネットワーク
社会を支える
イノベーション

ビジネスの変革に
寄与する新たな
価値の提供

IoTおよびクラウド技術を
活用した、法人顧客の事業
ニーズに即したグローバル
シームレスなサービス群の
展開

お客さまのハイブリッドICT環
境を最適化することによって、
お客さま企業のデジタルトラ
ンスフォーメーションに貢献

・センサー接続からデータ可視化・分析・APIな
ど、IoT導入に必要な機能をあらかじめ具備
したIoT Platform「Things Cloud®」をサー
ビスリリース

・「Things Cloud®」でクイックにサービス提案し
＋αお客さま要望をソリューションで提供する
サービス＋ソリューションモデルを推進

・「Things Cloud®」によるIoT
案件創出：80件以上

・	IoT関 連 報 道 発 表10件 リ
リース

・IoTリファレンスユーザ、エコ
システム複数社獲得

★★★

お客さま課題別にIoTのEnd to 
Endソリューションをご提供す
ることで、企業のデジタル化に
貢献

組織内・外 国内外
グループ

安心・安全な
日常生活の実現、
デジタルデバイド
の解消

国内外でのデジタルデバ
イドの解消、アクセシビリ
ティの改善に貢献する、個
人向けサービスの開発、提
供体制の構築

OCNサービスの利便性向上に
向けた新規サービスのリリー
スや継続的な機能拡充の実施

ソーシャルメディアなどからの情報収集によっ
て、市場のトレンドやニーズを先取りし、OCN モ
バイル ONEのサービス機能強化を実施した。
・NTTドコモの顧客システムとの連携により

MVNOにおけるSIMカード開通などの迅速化
と「OCN モバイル ONE」の開通待ち時間の大
幅な短縮を実施

・「OCN モバイル ONE」において、通信が混雑す
る時間帯の通信速度やコンテンツ表示に要する
時間を改善

・「OCN」における通信品質向上のための取り組み
について

・「OCN モバイル ONE」の利用混雑時における
通信速度の改善を実施

4件 ★★★
OCNサービスの利便性向上に
向けた新規サービスのリリース
や継続的な機能拡充の実施

組織内・外 国内外
グループ

CSR指標に即した活動の成果
私たちは、社会の持続的発展のため、安定的で、信頼性の高いサービスを提供するとともに、災害や情報セキュリティへの対策を強化した安心なコミュニケーション環境の提供

に取り組んできました。その成果として、６つの重点活動項目である「ネットワーク社会を支えるイノベーション」「重要インフラとして高い安定性と信頼性の確保」「顧客のネットワー
クセキュリティの強靭化」「顧客満足の継続的改善」「サプライヤーとの協働」「地域貢献・コミュニティー開発」において目標を達成できました。

ただし、海外の長時間故障件数の削減については、一部課題を残す結果となりました。今後は、具体的事例・分析を積み重ね、現地パートナーと連携し、品質改善に向けて継続して
対応強化を進めていきます。

達成レベル 自己評価を3段階とし　★★★：目標を達成できた　★★：目標をほぼ達成できた　★：目標はあまり達成できなかった

◆ 2017年度の活動実績および2018年度目標

2017年度の活動実績および2018年度目標
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重点活動項目 取り組み施策 中期目標
（5年後になりたい姿） 2017年度目標

2017年度取り組み結果
2018年度目標

バウンダリー

具体的な取り組み状況 定量的な結果 自己
評価

活動範囲
（組織内・外） 集計範囲

重要インフラと
しての高い安定
性と信頼性の
確保

災害に強い
ネットワーク
づくり

災害時の通信断を防ぐた
め、ICT基盤設備（建物、鉄
塔、電力、線路/土木）の継
続的強靭化

・	最新ハザードによる水防対
策（水防：白鬚、唐ヶ崎など
検討、耐震：天神南を検討）

・	電設備･エンジンの信頼性向
上（受電設備更改4ビル完成）

・	ライニングでの管路補強に
よる耐震性能の向上（川崎、
奈良の残工程）

・	海底ケーブルAPG
・	ランディングステーション
（陸揚げ）信頼性向上
- 南房総LS　
- ビルセキュリティ対策の

強化など

・水防対策・耐震補強
・水防：唐ヶ崎着工（2019年3月完成予定）、白

鬚実施検討（2018年4月実施判断予定）、名古
屋栄実施検討（2018年4月実施判断予定）

・	耐震：天神南実施検討（2018年度1Q着工予定）
・ライニングでの管路補強による耐震性能の向

上（川崎、奈良の残工程）
・ 海底ケーブル信頼性向上

-	JUPITERケーブル構築
 （2020年度完成予定）
-	ASEインドネシア分岐
 （2019年度完成予定）

・ランディングステーション（陸揚げ）信頼性向上
-	南房総LS着工（2019年6月竣工予定）
-	ビルセキュリティ対策の強化など
 （2018年度：顔認証トライアル）

・受電設備・エンジン更改
-2017年度：受電4ビル完成

  -2018年度：受電17ビル、
エンジン6基計画

・所外整備
-橋梁添架管路補修、マンホー
ル補修 2020年度整備率：
100%

・ライニングでの管路補強に
よる耐震性能の向上
-川崎、奈良 2017年度完了

★★★

・ 水防対策・耐震補強
 - 水防：白鬚、名古屋栄の実施判

断・着工、秋田、青森の実施検討
 - 耐震：天神南の実施破断・着
工、 大手町本館の実施検討

・受電設備・エンジンの信頼性向
上（受電設備更改：16ビル、エ
ンジン更改：6基完成）

・海底ケーブル信頼性向上
  JUPITER、ASEインドネシア分岐
・ランディングステーション
 （陸揚げ）信頼性向上
- 南房総LS（竣工）、ビルセキュ
リティ対策の強化

組織内 国内外
グループ

大規模災害への
対策

・ 南海トラフおよび首都圏
直下地震を想定した対応
計画の継続的強化と、演
習題材をブラインド形式

（演習者への非公開形式）
を用いた災害対策演習の
充実

・ 政府、自治体とも連携し
た被災情報の収集および
報告プロセスの迅速化と
運用定着化

・ グループ間の連携強化

・首都直下地震を想定した基
本行動プロセスの再確認お
よびNTT Com所有の災害
対策機器の再確認を社員、災
害対策員へ行う

・ 夜間土休日に首都直下地震
の発生を想定した駆付け演
習および、西日本初動本部の
初動演習

・ 西日本初動本部員の被災情
報収集および社外報告プロ
セスの定着化の実施

・ 国内グループ会社へのNTT 
Com支援拠点の開放

・NTT Com所有の災害対策機器の習熟を目的
とし、東京臨海広域防災公園にて、物資輸送用
ヘリコプターや移動電源車などを用いた実動
演習を実施(2017年4月)

・全社員向け机上研修とし、首都直下地震発生
時の基本行動に関するe-ラーニングを実施
(2018年3月)

・首都直下地震発生時における災害対策メン
バーの基本行動を再確認するため、休日発災
を想定した自宅から各拠点への駆付け訓練、
および西日本初動本部の立上げから災害対策
本部引継までの実動演習を実施(2018年2月)

・	演習/研修参加者から、効果
的であったとの回答(アン
ケート結果)を得られた

・	2017年度中に大規模な災害
は発生しなかったが、大規模
故障発生時における情報収
集および社外報告プロセス
の定着化が図られた

★★★

・	大手町への本社移転に伴う、
新災害対策本部環境へのマイ
グレーション

・	首都直下地震を想定した基本行
動プロセスの再確認および新災
害対策本部運用プロセスの確認

・夜間土休日に首都直下地震の発
生を想定した駆付け演習およ
び、西日本初動本部の初動演習

・	西日本初動本部員の被災情報
収集および社外報告プロセス
の定着化の実施

・	国内グループ会社へのNTT 
Com支援拠点の開放

組織内 国内
グループ

顧客のネット
ワークセキュリ
ティの強靭化

24時間365日の
ネットワーク監視

・お客さま向けサービス
（NW、インターネット、ク
ラウド、メール、ホスティ
ング、音声系サービスな
ど）の常時監視

・グローバルシームレスな
ネットワーク監視体制の
構築

・長時間故障件数の継続的
削減

・長時間故障件数の削減
国内NW（3H超）：86件/年
海外NW（4H超）：460件/年
その他（CL,A&C.ボイスな
ど1H超）：48件

・	海外NWについては、GOC
と個別事象の改善会議および
キャリアとの品質改善ミー
ティングを継続的に実施する

・	その他サービスについて
は、お客さま増加に伴い、設
備の規模が増大し、故障が
増加する傾向にあるので、
監視・試験ツールの見直し
など、故障削減に取り組む

・	お客さま向けサービスの常時監視の継続的な
運用

・	国内NWについては、品質が安定しており、引き
続き安定提供に努める

・	海外NWについては、UNOのNTT Com/Virtela
要因の事例について、GOC/SAとの週次電話会
議で個別事象の改善議論を継続実施。V社の品質
向上意識の浸透を図った
また、キャリア要因故障について、回線数あたり
の長時間故障率が高いキャリアについて、国別
のキャリア戦略と連携し、具体事例・分析結果を
フィードバックし、QRM、ACFなどを活用した改
善施策の推進する

・長時間故障件数の削減
-	国内NW（3H超）：71件/年
-	海外NW（4H超）：
  556件/年
-	その他（CL,A&C.ボイス
   など1H超）：64件

★★

・長時間故障件数の削減
国内NW（3H超）：67件/年
海外NW（4H超）：530件/年
その他（CL,A&C.ボイスなど
1H超）：44件

・2018年度から、お客さま向け
サービス（NW、インターネッ
ト、クラウド、メール、ホスティ
ング、音声系サービスなど）の
常時監視対象を拡大し、さらな
る長時間故障削減に取り組み

組織内・外 国内外
グループ

達成レベル 自己評価を3段階とし　★★★：目標を達成できた　★★：目標をほぼ達成できた　★：目標はあまり達成できなかった
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社会への貢献 ¦ 2017年度の活動実績および2018年度目標



重点活動項目 取り組み施策 中期目標
（5年後になりたい姿） 2017年度目標

2017年度取り組み結果
2018年度目標

バウンダリー

具体的な取り組み状況 定量的な結果 自己
評価

活動範囲
（組織内・外） 集計範囲

顧客のネット
ワークセキュリ
ティの強靭化

脆弱性対応機能の
強化

国内グループ会社にとどま
らず、海外グループ会社を
含む、脆弱性対応機能の強
化のための各種施策展開

Webアプリ脆弱性診断業務の
品質向上と、発見した脆弱性改
修の早期実施

・インターネットに公開しているWebAPの脆
弱性診断を社内人材で実施

・セキュリティ研修やCTFといったセキュリ
ティイベントによる社員のセキュリティ知識
深化

・診断結果を保存するシステムの内製によるソ
フトウェア開発力の強化

・脆弱性診断で入手したセキュリティに関する
ノウハウをルールやガイドラインへフィード
バック

・	サービスリリース前に行う脆弱性診断の高
度化

・2017年度計画の128システ
ムの診断を完了

・ソースコード修正実績：14件
・診断カルテ管理システムの開

発完了

★★★

・開発中にセキュリティへの対
応ができるよう、設計および
製造工程中でのセキュリティ
対策を実施

・NTT Comグループおよび海
外グループ企業が保有する
Webアプリの脆弱性診断を
実施

・診断カルテ管理システムの継
続改良によるソフトウェア開
発力の強化

組織内 国内
グループ

迅速・確実な
セキュリティ
脅威対応

企業や国家の情報システ
ムの安全・安心に貢献する
サービスの継続的な充実・
強化

・ セキュリティ対策に関するリ
スクマネジメント体制強化を
支援するプロフェッショナル
サービスの領域拡大と高度化

・ セキュリティ脅威を可視化し
迅速的確な対処を支援するマ
ネージドセキュリティサービ
スの高度化

・ SDxやIoTなどに対するセ
キュリティ対策の高度化

・	プロフェッショナルサービスにおいて、お客
さまCSIRTが社内問い合わせに対応するため
のICTやセキュリティに関する調査代行を行
う「アドバイザリーサポート」をサービス開始
するなど、領域拡大と高度化を図った

・	マネージドセキュリティサービスにおいて、
日本で今起きているサイバー攻撃情報をブ
ラックリスト化し、10分おきに配信、悪性
サイトとの通信を未然に防ぐことで防衛力
を 強 化 で き る「Active Blacklist Threat 
Intelligence」をサービス開始するなど、高度
化を図った

・	SDxやIoTなどに対するセキュリティ対策の
高度化において、OTのセキュリティ監視を
するためのPoCを実施した

新サービス提供：10件 ★★★

・プロフェッショナルサービス
において、脆弱性見える化ソ
リューションやエンドポイン
ト衛生管理などCSIRT運用支
援ソリューションを強化する

・マネージドセキュリティサービ
スにおいて、EDR(Endpoint 
Detection & Response)な
どによるNWと端末の連携
防御機能の拡充やSECaaS連
携を推進する

組織内・外 国内外
グループ

顧客満足の
継続的改善 継続的なCS調査 お客さま満足度スコアの

継続的改善

・ 満足度調査先のさらなる充実
（国内外）

・ 「カイゼン活 動 」、および
PDCA体制を国内外グループ
会社とも引き続き徹底

・VOE（Voice of Emproyee）の開始
・調査対象サービス・調査対象先の拡大
・カイゼンの打ち手について全社会議でコ

ミット

・調査回収実績
- 国内：2,641件
          （前年比125％増）
- 海外：113件
           （対前年26％減）
- VOE：227件

★★★

・ 満足度調査先のさらなる充実
（国内外）

・ 「 カ イ ゼ ン 活 動 」、お よ び
PDCA体制を国内外グループ
会社とも引き続き徹底

組織内・外 国内外
グループ

達成レベル 自己評価を3段階とし　★★★：目標を達成できた　★★：目標をほぼ達成できた　★：目標はあまり達成できなかった
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重点活動項目 取り組み施策 中期目標
（5年後になりたい姿） 2017年度目標

2017年度取り組み結果
2018年度目標

バウンダリー

具体的な取り組み状況 定量的な結果 自己
評価

活動範囲
（組織内・外） 集計範囲

サプライヤー
との協働

CSR・グリーン
調達の浸透

・サプライヤー各社による
製品アセスメントの実施
などを通じた、環境への
影響を考慮した製品の調
達推進

・紛争鉱物問題に代表される、
サプライチェーンでの反社会
的行為への加担の防止

CSR調達推進に関する継続的
なサプライヤー調査（年1回）
の実施

CSR調達推進に関する継続的なサプライヤー調査
（年1回）の実施 10社に対して調査実施 ★★★

CSR調達推進に関する継続的な
サプライヤー調査（年1回）の
実施

組織内・外 Com単体

地域貢献・
コミュニティー
開発

地域への貢献

持続性・効率性・適正評価・
世界観・スキルなど社会貢
献原則にもとづき、さまざ
まな分野における社会貢献
活動を実践

・	地域清掃活動の継続的実施
およびグループ会社へのさら
なる展開

・	地域の障がい者支援団体と
協力した販売会の継続的実
施（パン・お菓子など）

・本社ビル周辺の清掃活動を実施。その他拠点やグ
ループ会社においても各自で清掃活動を実施

・本社ビル内で販売会を実施。その他拠点やグルー
プ会社においても各自で販売会を実施

・本社ビル周辺の清掃活動（6月、
11月の計2回開催。のべ参加人
数513人）

・本社ビル内での販売会（7月、
11月、2月、3月の計4回開催。
総売上金額395,430円）

★★★

・	地域清掃活動の継続的実施お
よびグループ会社へのさらなる
展開

・	地域の障がい者支援団体と協
力した販売会の継続的実施（パ
ン・お菓子など）

組織内・外 国内外
グループ

コミュニティー・
次世代の育成

事業特性を活かした、コ
ミュニティー支援および次
世代育成に貢献する、戦略
的な社会貢献体制の構築

AIやIoTの最新技術に触れあ
う職場体験などの社会を知る
機会の提供やシンボルチーム
であるラグビー部によるラグ
ビー教室などを通じ、子どもの
健全な育成に向けた取り組み
を継続的に推進

・ファミリーデーや里山保全活動の実施
・市川市や浦安市、蕨市の教育委員会などとタッグ

を組み、各地域の小学校でラグビー教室を開催。
また、現役選手だけでなく、OBも積極的にタグラ
グビー教室を実施。

・ファミリーデー（8月に計3回開
催。子どもの参加人数：71人）

・里山保全活動（子どもの参加人
数：7人）

・ラグビー教室（のべ15校で
開催。子どもの参加人数：約
1,500人）

★★★

AIやIoTの最新技術に触れあう
職場体験などの社会を知る機会
の提供やシンボルチームである
ラグビー部によるラグビー教室
などを通じ、子どもの健全な育
成に向けた取り組みを継続的に
推進

組織内・外 国内外
グループ

  達成レベル 自己評価を3段階とし　★★★：目標を達成できた　★★：目標をほぼ達成できた　★：目標はあまり達成できなかった
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情報通信技術やデジタル技術の進歩が加速す
る中、私たちが革新的なICT製品およびサービ
スを通じて社会へと貢献しうる機会も、大きな
広がりを見せています。

日常生活からビジネスまで、クラウドの活用
が一般化しており、各種クラウドサービスの開
発およびデータセンターサービスの拠点網の充
実は、ここ数年、私たちの事業を通じた貢献の
大きなテーマとなっています。

加えて、近年はIoT（モノのインターネット
化）が急速に注目されていることを受け、社会
の幅広い人に安心で快適な日常生活を提供する
ための新たなICTサービスの開発にも、私たち
は積極的に挑戦しています。これらのような私
たちの姿勢と活動は、SDGsの目標9「産業と
技術革新の基盤をつくろう」に大きな意義を持
つものであると、私たちは考えています。今後、
これらも踏まえたCSR目標の検討を実施し、引
き続き革新的な製品・サービスの実現を通じた
貢献を模索します。

重点活動項目「ネットワーク社会を支えるイノベー
ション」にもとづくCSR活動は、「ビジネス変革に寄与
する新たな価値の提供」「安心・安全な日常生活の実現、
デジタルデバイドの解消」など、事業を通じて社会課題
解決に寄与するイノベーションを提供することを目指し
ています。

2017年度は、センサ―接続から得た情報を可視
化・分析・管理などIoTの導入に必要なプロセスをテ
ンプレート化により、簡単・短時間で導入できるIoT　
Platformを80件以上創出しました。

また、OCNサービスの利便性向上に向け、広くお客
さまにご利用いただいている「OCN モバイル ONE」
の通信品質向上につながるサービス機能改善を実施しま
した。私たちは、今後も事業を通じた社会課題の解決に
貢献できるよう革新的な技術を活用したサービス提供を
推進していきます。

2017年度の主な成果と今後私たちのアプローチ
CSR重点活動項目「ネットワーク社会を支えるイノ

ベーション」に即した活動の検討、成果検証、さらな
る活動の向上に向けた取り組みはCSR委員会とそれぞ
れの活動を実施する担当各部門と連携しつつ実施して
います。同重点活動項目は、私たちが現在推進してい
るグローバルな成長戦略と密接に関わりを持っていま
す。コーポレートビジョン「ビジョン2020」は、先
進的な技術やサービスを提供することで社会に新たな
価値を創造し、世界中を「つなげてゆく」ことを目指
しており、社会が期待する「事業の特徴・強みを活か
したCSRの遂行」に向けた指針としても大きな役割を
担っています。

基本的な考え方

◆ コーポレートビジョン「ビジョン2020」

ネットワーク社会を支えるイノベーション重点活動
項目
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NTTコミュニケーションズグループのコーポレー
トスローガン「Transform. Transcend.」とは、時
代を先駆ける技術やサービスを提供することで、お
客さまのビジネスや社会、そして市場に飛躍的進化

（Transform）とダイナミックな変革（Transform）をも
たらし、期待や想像を超える（Transcend）新たな価値
や、すべての垣根を越えて（Transcend）つながる世界
を創造するというメッセージが込められています。

私たちは、「データ利活用の時代」において、お客
さまのデジタルトランスフォーメーションを実現す
る「信頼されるパートナー」になることを目指して、

「Transform. Transcend. Service Strategy 2018」
を策定し、「お客さまのデータ利活用を支えるケイパビ
リティーの強化・拡充」に努めていきます。

具体的には企業のお客さまがデータを利活用するため
に必要なプロセスを「収集」、「蓄積」、「分析」の3つに
分けて考え、「収集」はさまざまなIoTデバイスが生成
するデータを蓄積場所まで運ぶこと、「蓄積」は収集し
たデータを保管し、そのデータを次の分析段階で利用・
加工しやすい形に整えて安全に蓄えること、「分析」は
蓄積されたさまざまなデータを組み合わせてAIなどを
用いて解析し、新たな知見を生み出すプロセスです。

これによりパーソナルデータの扱いについての不安や

ICTが社会インフラとして重要性を増すにつれ、その
恩恵を世界のすべての人々が居住地域や年齢、経済水準
に制約されず利用できるようにする「デジタルデバイド
の解消」が、人類全体の課題としてクローズアップされ
ています。私たちは、グループ企業およびパートナー企
業と連携しつつ、高品質な通信網をグローバルに展開す
る一方、利便性の高いサービスを適正な価格で提供する
体制を構築し続け、デジタルデバイドの解消へと貢献し
続けています。

NTTコミュニケーションズは、2015年8月にIoT推
進室を設立、さらに2017年10月にビジネスイノベー
ション(BI)推進室を新設し、デザイン思考にもとづくお
客さまとのイノベーションやIoT活用による価値創出、
ビジネス共創を積極的に推進してきました。

2017年 度 は、IoTア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 基 盤
(Application Enablement Platform)で あ る　Things 
Cloud®をベースとして、建設業や産業機器メーカー、物
流業などお客さまの具体的な経営課題解決に貢献すると
ともに、Things Cloud®推奨デバイス制度を立ち上げ、
各種センサーやエッジデバイスメーカーともエコシステ
ムを形成するなど、IoT分野における一元的なサービス
提供体制を強化し、お客さまのデジタルトランスフォー
メーションを推進しています。2018年度はお客さまの
さらなるデジタライゼーションを推進するため、セン
サーデバイス、ネットワーク、クラウド、アプリケー
ションなどに加え、それらをインテグレートするEnd 
to EndでのIoTソリューションを強化します。また、
従来の強みであるお客さま資産を保護する多面的・重層
的なセキュリティ対策や用途に応じてセレクタブルな

懸念を取り除き、データ利活用による利便性の高いサー
ビスを安心・安全に利用できる社会をつくることが私た
ちが描く未来像です。

ICT社会の進化を実現するサービスの提供 ネットワークの提供をIoTにも適用することでお客さ
まのビジネスを支えていきます。新設されたBI推進室
とは、既存の外部システムとのAPI連携や、データ流
通・利活用による付加価値提案などでの協力を通して、
お客さまとのより高度なビジネスイノベーションを目
指していきます。

 事業ビジョンの推進を通じたビジネスの変革

 すべての人にICTの恩恵を

 IoT活用による価値創出にむけた
　デジタルトランスフォーメーションの推進

社会への貢献 ¦ ネットワーク社会を支えるイノベーション
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ユビキタス社会の進化につれ、有事の情報通
信ネットワーク停止・遮断による経済的・社会
的損害も測り知れなくなりつつあります。多く
の企業のグローバル化に伴うネットワーク網や
重要データの管理などをゆだねられている私た
ちには、ネットワークを「いかなる時もつなぎ
続ける」責任が強く求められています。

私たちは、高度情報化社会を支えるネット
ワーク技術と保守体制で世界全域の通信サービ
スを提供している企業グループとして、CSR重
要領域「社会への貢献」の取り組みの柱に「重
要インフラとしての高い安定性と信頼性の確保」
を掲げ、災害や障害の発生時でも安心してネッ
トワークをご利用いただける環境整備に日々努
めています。具体的には、通信ルートの大容量
化・高信頼化、通信機器の二重化・分散化、ネッ
トワーク全域での24時間365日監視体制の整
備と併せ、グループ全体で取り組みを推進して
います。これらはSDGsの目標11「住み続けら
れるまちづくりを」が重視する、質が高くサス
テナブルな生活環境へのアクセスの継続的な拡
大・改善へと資するものであり、この観点を加
味した施策の在り方を検討していきます。

重点活動項目「重要インフラとしての高い安定性と
信頼性の確保」にもとづくCSR活動は、「災害に強い
ネットワークづくり」「大規模災害への対策」など、情
報インフラのレジリエント化に関する多面的な構成と
なっています。

2017年度は、各目標に即し、棚卸を行うための点検
を実施しました。具体的には、NTTコミュニケーショ
ンズが提供する全サービスを対象に、保守運用などのオ
ペレーション業務のBCPなど、大規模災害への対策が
なされているか、今一度原点に立ち戻り点検を実施しま
した。点検結果を踏まえ、必要な対策やカイゼンを継続
的に実施していきます。また有事に向けた訓練として
2017年度は、災害時物資輸送用ヘリや移動電源車など
の災害対策装備品を実際に使用した実動訓練や、首都直
下地震発生時に公共交通機関が利用できないことを想定
した自宅からの徒歩・自転車での駆付け訓練を実施し、
より現実に即した復旧活動の再認識を行いました。いず
れも当初の目標を「達成」または「ほぼ達成」すること
ができました。2018年度も継続的に目標を定め活動を
推進していきます。

重点活動項目「重要インフラとしての高い安定性と
信頼性の確保」にもとづく活動は、内外の情勢を踏ま
えたCSR目標の検討と設定を、CSR推進室およびそれ
ぞれの活動を担当する担当各部門が連携しつつ行って
います。

国内・海外ともに自然災害の頻発傾向が続く昨今、施
策の確実な執行に向け、有事における的確な対応体制の
整備・強化の重要性が高まっています。この観点に立
ち、私たちは災害対策の基本3方針を重視し、その徹底
をグループ全体で図っています。

1. ネットワークの信頼性向上
電気通信システムの一部の被災が他に重大な影響を及ぼさない
よう信頼性の向上を図っています。

2. 重要通信の確保
災害時に重要通信をそ通させるための通信手段を確保して
います。

3. 通信サービスの早期回復
災害を受けた電気通信設備、サービスを早期に復旧します。

2017年度の主な成果と今後基本的な考え方私たちのアプローチ

NTTコミュニケーションズ　災害対策の基本3方針

WEB
災害対策の基本３方針の詳細は、こちらをご覧ください

http://www.ntt.com/about-us/cs/saitai.html

重要インフラとしての高い安定性と信頼性の確保重点活動
項目
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NTTコミュニケーションズは、災害対策の基本3方
針にもとづき、重要通信を確保するとともに、通信サー
ビスの早期復旧に努めています。

2016年4月に発生した熊本地震では、2回目に発生
した震度7の地震によって大分～熊本間の基幹中継ケー
ブルが被災しました。土砂崩壊の規模が大きく同じルー
トでの復旧が困難であることから、被災ルートを迂回す
る23kmの新たなルートの復旧計画を現地で検討し、被
災してから12日後にケーブル復旧作業が完了しました。

2016年8月に発生した台風28号の豪雨では、北海
道内にて発生した土砂災害において道央から道東への中
継ルートが被災しました。土砂崩落および落橋などで被
災した箇所が複数であったことから、被災ルートを迂回
する総距離約220kmの新たなルートを構築し、被災か
ら約1カ月半後にケーブル復旧作業が完了しました。

また、日頃から災害に迅速に対応できるよう社員およ
びパートナー社員に対しても継続的に災害に対する意識
高揚を図っています。具体的には、NTTコミュニケー
ションズのサービスの1つである「安否確認／一斉通報
サービス」を利用した訓練や、大規模災害などを想定し
た実践的な演習を実施しています。

災害時における通信設備の復旧に船舶の有効性が高く
評価されており、さまざまな船舶の利用方法がNTTコ
ミュニケーションズだけでなく、NTTグループとして
も検討されています。

迅速な災害復旧物資の輸送にも対応できるよう、
2017年3月に竣工した海底ケーブル敷設船「きずな」
は、ケーブルタンク内への災害復旧資機材の積載、20
フィート型コンテナ搭載（6個）、非常用移動電源車な
ど、NTTグループにおける災害復旧用車両の輸送を可
能にしているほか、定点保持機能を活用し、非常用携帯
基地局を船内に設置し、災害により非通話エリアとなっ
た地域の緊急復旧が可能です。

具体的な設備としては、船橋上部には360度通信障
害が生じないよう工夫した衛星通信用のパラボラアンテ
ナを複数設置できるスペースを設けており、災害時の通
信設備の増設に対応しています。

また、船という独立した生活スペースを活用して、災
害地での復旧作業にあたる作業員への宿泊設備、食事の
提供などの支援設備を備え
つつ、船側から陸上側へ電
力、水を供給できるよう配
電盤、給水口を設けている
ことも特長です。

NTTコミュニケーションズは、大地震、パンデミッ
クなどの危機に対応したさまざまなサービスを提供し、
お客さまの事業継続を支援しています。代表的なもの
として緊急地震速報は、実際に揺れを感じる前に震度
や到達時刻などの地震情報を配信するサービスです。
初期被害の予防や安全確保が可能になり、地震後の事
業の早期復旧が見込めるため、BCP（事業継続計画）を
策定するうえで有効なサービスといえます。また、安
否確認・一斉通報サービスは、新型インフルエンザや
地震といった自然災害の発生時などに社員の安否状況
を確認・集計するサービスです。普段から連絡網とし
ても利用可能なため、学校の連絡網や高齢者の安否確
認、派遣先社員への一斉連絡にも効果を発揮します。

さらに世界15カ国にサービスを拡大し、通信キャ
リアとして高い技術力と実績を活かした企業向けのグ
ローバルクラウドサービス「Enterprise Cloud」は、
災害にも強い堅牢なデータセンターに設置し、日本と
海外拠点間を高品質・大容量ネットワークで接続して
いるため、遠隔地にあるバックアップを迅速に稼働さ
せるなどBCP対策としても最適なサービスです。
「Cloudn」は、災害時において急激なアクセスにも

柔軟にリソース変更が可能な環境を提供し、安否確認
システムの基盤などに利用されています。

 災害時におけるネットワークの信頼性確保

 最新鋭のケーブル敷設船「きずな」 企業の事業継続を支えるサービスの提供

WEB
「災害に対する取り組み」は公開情報として、こちらに掲載しています

https://www.ntt.com/about-us/cs/saitai.html 総トン数：8,598トン、載貨重量：4,098トン、全長：108.64m、幅：20m、計画喫水：6.0m、
航海速力：13.2ノット、最大搭載人員：60人、航続距離：9,500海里（約30日間）、船籍：日本（東京）

災害に強いネットワークづくり

◆ ケーブル敷設船「きずな」
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ICT化の浸透で、より多くの企業、個人の情
報がネットワーク上に蓄積されるようになった
現在、私たちはICT事業者として、お客さまか
らあずかった情報の機密性を担保し、確実に保
持・管理する責任があります。これはSDGsの
目標11「住み続けられるまちづくりを」が重
んじる、先進的かつ安心・安全な、サステナブ
ルな生活環境の実現に、大きく関わる経営課題
といえます。

また、SDGsの目標9で示された「産業と技
術革新の基盤をつくろう」との社会的要請に応
えるため、顧客のネットワークセキュリティの
強靭化に向けた取り組みを強化し続けています。
グループ全体で整備・共有したセキュリティ規
定群を遵守し、顧客から委託されたICTシステ
ム・ネットワークの常時監視・運用体制をさ
らに強靭化し、未知の脅威に対する脆弱性対応
機能の強化なども進めています。対象は海外グ
ループ会社も含み、脆弱性対応機能の強化を計
画しています。2016年度に実施したマテリア
リティ分析、CSR中期目標の見直しでは、これ
らの課題を独立した重点活動項目とし、さらな
る取り組みの体制強化と推進を図っています。

重点活動項目「顧客のネットワークセキュリティの強
靭化」にもとづくCSR活動は、「24時間365日ネット
ワーク監視」「脆弱性対応機能の強化」「迅速・確実なセ
キュリティ脅威対応」など、社会課題であるセキュリ
ティ脅威やあらゆる災害からお客さまネットワークを守
ることを目的としています。

2017年度も各目標に即し、継続的に改善を図りまし
た。具体的には、クラウドやホスティングなど多様化す
るサービスにおいて、監視精度の向上による長時間故障
の削減を図りました。また、ICTやセキュリティに関す
る調査サービスやサイバー攻撃などの悪性サイトに対す
る防衛力を強化するサービスの開始、国内・海外を問わ
ずグループ会社の脆弱性対応機能を強化するなど、ネッ
トワーク社会のセキュリティ対策に貢献しました。

私たちは、お客さまのネットワークセキュリティの強
靭化を目指し、2018年度も継続的に目標達成に向けた
活動を推進していきます。

重点活動項目「顧客のネットワークセキュリティの強
靭化」は、現在、内外の情勢を踏まえ、「24時間365
日のネットワーク監視」「脆弱性対応機能の強化」「迅速・
確実なセキュリティ脅威対応」を主要な施策に位置づ
け、取り組みを推進しています。いずれの課題も、時事
的な問題や社会の関心事も踏まえつつ、CSR推進室お
よびそれぞれの活動を実施する担当各部門が連携しつ
つ、CSR目標の検討と設定を行っています。

これらの多面的な活動は、いずれも確実で強固なセ
キュリティ体制に立脚して遂行される必要があります。
私たちは「NTTコミュニケーションズ　セキュリティ
宣言」を同重点活動項目に共通する指針に位置づけ、そ
の徹底を図っています。

◆ NTTコミュニケーションズ　セキュリティ宣言

お客さまの大切な情報を守り、安心してご利用いただけるサービス
を提供するとともに、お客さまのセキュリティ向上に貢献すること
こそ、私たちのもっとも大切な共有価値です。私たちはセキュリティ
をサービス提供上の最重点事項と位置づけ、お客さまにとって最良
のセキュリティをお客さまと共に実現することをお約束します。
そのために技術開発、サービス開発から構築及び運用に至る全て
のバリューチェーンにおいて、セキュリティの確保に最大限努力
いたします。また、私たち一人ひとりがICTプロフェッショナルと
して、セキュリティへの対応能力を高めてまいります。

2017年度の主な成果と今後基本的な考え方私たちのアプローチ

WEB
セキュリティマネジメントに関する宣言・方針の詳細は、こちらをご覧ください
https://www.ntt.com/about-us/we-are-innovative/obp/
support-obp.html?_ga=1.72477331.1861830224.1460624894

顧客のネットワークセキュリティの強靭化重点活動
項目
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NTTコムソリューションズは、札幌市にICTシステ
ム・ネットワークの常時監視と安定運用を行うオペレー
ションセンターとして「マネジメントソリューションセ
ンター（札幌）」を2008年6月から運用しています。同
センターでは、24時間365日でお客さまのICTシステ
ムの監視・運用のほか、お問い合わせへの対応、故障修
理、BCP管理支援などを担います。

近年、企業にとって、ICTシステムはもとより、その
安定稼働の要としてのオペレーションセンターは事業継
続上必要不可欠なものとなっており、お客さまのICTシ
ステムを守るインフラとして、オペレーションセンター
への高い信頼性が求められています。札幌市は地域特性
として、地震、台風、雷などの大規模な自然災害の発生
が比較的少なく、首都圏からの距離もあることから、オ
ペレーションセンター自体が、広域災害やパンデミック
などの影響を受けにくく、首都圏オペレーションセン
ターの機能代替も可能となっています。

同センターでは、サービス品質やお客さまへの付加
価値を高めて、お客さま満足度（CS）を向上させる一方、
効率化・生産性を促進するために、ITIL®※をベースとし
たITサービスマネジメントシステム（ITSMS）手法の導

デジタルトランスフォーメーションが市場環境を変革
し顧客ニーズが多様化する中、「ICT戦略＝ビジネス戦
略」と言われるほどにICTは企業にとって重要な位置づ
けとなる一方で、ICT環境下における想定内または想定
外のリスク、外部侵害や内部不正に起因するリスクをマ
ネジメントし事業継続性を確保することが主要経営課題
となっています。

NTTコミュニケーションズでは、2003年にセキュリ
ティオペレーションセンター（SOC）を設立し、企業向け
セキュリティ運用サービスを開始しました。海外セキュ

個人情報漏えいといった被害をもたらす可能性があ
ります。

NTTコミュニケーションズは、個人および法人のお
客さまを対象に、国内ISPとして初めて、マルウェアに
よる情報漏えいから利用者を守る「マルウェア不正通信
ブロックサービス」の無料提供を2016年2月に開始し
ました。

 企業システム・ネットワーク監視・運用サービ
スの安定的な提供

入・定着に取り組み、その結果ITSMSの国際規格である
ISO20000の認証を、2009年12月に取得しました。

お客さまシステムもクラウドをはじめとしたサービス
を活用して構成されてきており、オペレーションの技
術・内容とも大きく変化してきています。同センターも
その変化に追随し、今後も引き続き、高品質かつ低コス
トで効果的な継続的オペレーションサービスの提供に努
め、いっそうのCS向上を図ることができるよう、これ
からも取り組んでいきます。

※ ITIL®：英国政府が策定した、コンピューターシステムの運用・管理業務に関する体系的
なガイドラインであり、数冊の書籍の形でまとめられています。ITIL®（IT Infrastructure 
Library）は、英国政府OGC（the Office of Government Commerce）の登録商標です。

お客さまのICTシステムを守る
24時間365日の取り組み

迅速・確実な脅威対応

 企業ネットワークのセキュリティ監視

 社会問題化するマルウェアへの対策について

リティ専門事業者をグループ会社化し、NTTセキュアプ
ラットフォーム研究所の開発協力も得て、2013年6月
に総合リスクマネジメントサービス「WideAngle」と
して発展させ、グローバル展開を開始しました。

2017年度は、市場環境やICT環境の変化、サイバー
攻撃の巧妙化に伴いさまざまなリスクへの対応を求めら
れているCSIRT（Computer Security Incident Response 
Team）などの企業内のセキュリティガバナンス体制を支
援すべく、ICTやセキュリティに関する調査代行を行う
サービスや脅威情報をいち早く共有しサイバー攻撃をブ
ロックするサービス、オープン化が進む生産現場のICT
のセキュリティ監視への取り組みなど、領域拡大と高度
化を図りました。

私たちは、お客さまが安心してデータを利活用し、新
たな価値を創出するためのソリューション提供を行うこ
とで、お客さまのデジタルトランスフォーメーションに
貢献していきます。
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私たちの事業はグローバルな通信ネットワー
クの構築からインターネットサービスのプロバ
イダー業務の提供まで、多岐にわたります。こ
のため、私たちが事業で接する「お客さま」も、
法人から個人まで、多様です。

多様なお客さまの声にきめ細かく耳を傾け、
それを柔軟に活かす仕組みを整備・強化してい
くことは、顧客満足(CS）の継続的な向上にも
直結する重要な責務であり、また私たちがグ
ローバルなICTリーディングカンパニーとして
社会とともに成長を続けるうえでも、高品質で
信頼性の高いサービスを提供し続けるための道
しるべともなる必須課題です。

これらの取り組みは、国連SDGsが目標8
「働きがいも、経済成長も」で指向している、
世界経済の高付加価値化や生産性の改善、ひい
ては経済成長の持続へと寄与するものであると
私たちは考えています。この考えにもとづき、
これからも幅広い皆さまからのさまざまな意見
を取り入れ、私たちの事業に反映する仕組みを
強化・刷新し続けます。

同重点活動項目では、現在、「お客さま満足度スコア
の継続的改善」を中期目標に位置づけ、「継続的なCS

（顧客満足）調査」を主な施策として多面的な活動を推
進しています。2017年度は2016年度に拡大した国
内および海外のお客さまに対するCS調査を継続しま
した。サービスごとにお客さま満足度スコアを経年比
較し、前年度までに実施した「改善施策」の効果を振
り返るとともに、2017年度に新たにいただいたお客
さまの声にもとづき、次年度のお客さま満足度スコア
の改善に向けた「新たな改善施策」を立案するという、
サービス改善のPDCAサイクルを確立しました。お客
さま満足度スコアが上昇したサービスがある一方で、
下降となったサービスもありますが、上記の中期目標
に向け、お客さま満足度スコアのさらなる上昇を目指
し、「継続的なCS調査」の結果をもとにしたサービス
改善のPDCAサイクルを継続的に実施いたします。

私たちは常にお客さまに満足していただけるよう、重
点活動項目「顧客満足の継続的改善」を設定し、CSR推
進部と営業各部門が連携しつつ満足度調査の定期的な実
施やお客さま相談窓口の積極的な活用を推進しています。

お客さまへの誠実な対応は、担当する業務や活動する
地域、提供する製品・サービスを問わず、私たち全員が
常に心がけるべき姿勢です。このような観点にもとづ
き、「私たちの心がけ」を定め、社内イントラでの共有
はもちろん、お客さまをはじめとする皆さまへと公表
し、全員で徹底しています。

◆ 私たちの心がけ

NTTコミュニケーションズでは、すべてのお客さまにご満足い
ただけるサービスの提供のために、社員一丸となって取り組んで
います。日々、お客さまからいただく声に耳を傾け、改善・向上を
推し進めてまいります。そのために、まず私たちは、お客さまの
ICTソリューションパートナーとして、以下のことを心がけてい
ます。

1.お客さまの悩みや課題を解決すること
2.お客さまのビジネス成長の後押しをすること
3.お客さまの本来業務への集中を手助けすること

これらのことを心がけ、お客さまから頼られるパートナーである
ために、営業から構築・運用までワンストップで、End to End、
そしてスピード感を持ってソリューションを提供します。

2017年度の主な成果と今後基本的な考え方私たちのアプローチ

重点活動
項目
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顧客満足の継続的改善



私たちは、世界中のお客さまに私たちのサービスを選
んでいただけるよう、日ごろお客さまと接する営業担当
者だけでなく、すべての社員が一丸となってお客さまに
向かい合うことを第一の姿勢として、革新的なサービス
の提供や、日々の改善活動を通じたお客さま満足の向上
に取り組んでいます。私たちが毎年実施している「お客
さまの声（VOC：Voice Of Customer）調査」もその
取り組みの一環であり、いただいたさまざまな「お客さ
まの声」を真摯に受け止め、ひたむきに改善活動を積み
重ねているところです。

2017年度の「お客さまの声」の調査においても、
国内外合わせて2,091名のお客さまにご協力いただき、
貴重なご意見を多数頂戴しました。

そのような「お客さまの声」に対する私たちの取り組
みをWebサイトにて公開しています。

今後も「お客さまの声」を真摯に受け止め、永続的な
改善活動を行うことにより、お客さまにご満足いただけ
るよう取り組んでいきます。

プロバイダーサービスであるOCNでは、個人のOCN
会員の方からのご質問、ご相談を受け付ける窓口「OCN
テクニカルサポート」を開設し、各種サポート業務を
行っています。

お客さまにインターネットサービスを安心・快適に利
用いただくためには、きめ細かいカスタマーサポート体
制の準備が大切だと私たちは考えています。この考え
にもとづき、私たちはコンタクトセンターおよび在宅ス
タッフを配置し、日々、お問い合わせに対応しています。
オペレーターの教育にも力を注いでおり、Web研修や
実務研修を義務付けるなど、高品質なサポート体制の実
現に向けた取り組みを継続しています。

OCNサービスでは、サービスのさらなる品質向上に
向け、「OCNお客さまの声」として専用Webサイトを
設置してサービス改善に取り組んでいます。

お客さまからOCNサービスへの多くのご意見・ご要
望をいただいており、日々サービスの品質改善・向上に
つなげています。またその中から生まれた改善事例は、

 法人のお客さまの声を活かす取り組み  個人のお客さまに向けた
「OCNテクニカルサポート」の運営

 専用Webサイト「OCNお客さまの声」を
　通じた共有

継続的なCS調査 個人のお客さまの声を活かす取り組み

WEB
VOC調査により寄せられたお客さまの声の詳細は、こちらで公開しています

https://www.ntt.com/about-us/cs/cs/qa/hojin.html

WEB
「OCNお客さまの声」の詳細は、こちらをご覧ください

https://www.ocn.ne.jp/cs/

Webサイト上に公開しています。
今後も「OCNお客さまの声」は、お客さまの声を

OCNのサービス改善につなげることはもちろんのこと、
お客さまに快適なインターネットライフをご提案できる
ように、サービスの充実・改善に寄与するサイトを目指
します。
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近年、企業には、サプライチェーン全体で捉
えたCSR活動が求められており、グループ横
断でのCSR活動はもちろん、サプライヤーと
の誠実でサステナブルな関係づくりが重要で
す。これらの取り組みは、国連SDGsにおける
目標8「働きがいも、経済成長も」を実現する
上で大前提となる「公正な取引慣行、ディーセ
ントな労働慣行」をグローバルに実現する上で
不可欠なものといえます。

この観点に立ち、私たちは、グローバルな
ICT企業の責任として「サプライチェーンCSR
推進ガイドライン」を定め、サプライヤーとの
相互理解と信頼関係の発展を図りつつ、環境面
にとどまらず人道・社会面でも配慮を徹底した

「CSR調達」の考えにもとづく調達体制の構築
を推進しています。

現在、私たちは、CSR調達の理念を実現するため、
サプライヤー各社との協力のもと実施する製品アセス
メントを通じ環境面でのマイナスインパクトの少ない
製品調達の徹底を目指すとともに、紛争鉱物問題に代
表されるような社会的・人道的な問題行為に加担しな
いサプライチェーンのグローバルな浸透を目指してい
ます。この考えにもとづき、2016年度に引き続いて
CSR調達推進に関する継続的なサプライヤー調査を
し、リスクの把握に努めました。また私たちをサプラ
イヤーとして検討される企業の皆さまへの説明性向上
にも注力しています。

さらに、世界的なサプライヤー情報プラットフォー
ムであるエコバディス社への情報提供を継続して実施
しています。

2018年度も、引き続きサプライヤーへの調査を拡
充すると同時に、サプライヤーとの意見交換の推進な
らびに情報開示のさらなる向上を図ります。

事業を通じた価値創造を重視する私たちは、品質の高
い役務サービス、製品などを経済的かつタイムリーに調
達する必要があります。このためNTTコミュニケーショ
ンズは、下記「サプライチェーンCSR推進ガイドライン」
を確実に遂行するための指針として「調達方針3箇条」
を定め、これをもとに、世界市場に広く目を向けて、グ
ループ経営の競争力向上に資する調達活動を行っていま
す。推進体制として、プロキュアメント部が全社の調達
の統括を行い、各組織との連携を図りながら、グループ
一体でCSR調達を推進しています。

◆ サプライチェーンCSR推進ガイドライン（要旨）

1. 広く国内外のサプライヤの皆さまに対し、公正に競争機会を
提供するとともに、相互理解と信頼関係の構築に努めます。

2. 品質・価格・納期・安定供給を総合的に判断し、ビジネスニー
ズに即した競争力ある製品・サービスを、経済合理性に基づき
調達します。

3. 法令や社会規範を遵守するとともに、社会への貢献のため
環境・人権などに配慮した調達を実施します。

2017年度の主な成果と今後基本的な考え方私たちのアプローチ

人権・労働 ・強制労働/児童労働の禁止　・団結権/団体交渉権の尊重

安全衛生 ・工場の安全対策　               ・労働災害/労働疾病対策

環境 ・有害な化学物質の管理　      ・資源/エネルギーの有効活用

公正取引 ・汚職/贈賄の禁止　             ・知的財産の尊重

品質・安全性 ・製品の安全性の確保　         ・品質マネジメントシステムの構築

情報セキュリティ ・個人情報の漏えい防止　      ・情報システムの防御策

 調達に関する基本方針

サプライヤーとの協働重点活動
項目
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「Arcstar Carrier Forum（ACF）」は、グローバル
ネットワークサービスにおける回線開通および運用保守
の品質改善・向上を目的に、NTTコミュニケーション
ズが2000年より主催し、パートナーである各国の通信
事業者を日本に招いて協議する国際会議です。毎年定期
的に開催されるACFでは、これまで、故障や構築の問
題への対処方法から始まり、問題発生を未然に防ぐため
のインフラ設計や構築プロセス、迅速な問題分析・解決
を可能にする運用サポートシステムなど、インフラ、オ
ペレーション品質の本質的な向上を目指すための議論に
まで取り組みを広げてきました。

14回目の開催となる2017年度のACFは、「Operational 
Excellence on Mutual Recognition（相互理解にもとづく
オペレーショナルエクセレンスの実現）」をテーマに9
月に東京で開催されました。お客さまが求めるグローバ
ルネットワークサービス、故障時間の短縮・故障発生率
の低減、よりスムーズな回線開通の実現、お客さまへの
タイムリー且つ正確な情報提供の実施などをテーマに、
お客さまのビジネスを支えるネットワークサービスの品
質向上に向けた協議を行いました。2017年度はお客さ
まにもご参加いただき、実際の利用シーンに即した改善
案の検討、お客さまのビジネスニーズを満たすソリュー

私たちは人権や環境への配慮、製品やサービスの品
質・安全性の確保など、社会の要請に配慮した調達につ
いて、「サプライチェーンCSR推進ガイドライン」に定
めています。2017年度からは、新規で取引を開始する
際に、従来の与信審査に加え、人権・労働の取り組みも
必須条件として加えました。最終的に当社が求める基準
を満たさず、取引にリスクがあると判断した場合は、取
引を行わない方針としています。また、各取引契約書に
は、サプライチェーンCSR推進ガイドライン遵守の条文
を盛り込み、お取引先に対応を要請しています。

CSR調達の推進にあたり、主要なサプライヤーの皆さ
まに対して、サプライチェーン推進ガイドラインの運用
状況を確認するアンケート調査を実施しています。アン
ケート結果は集計・分析を行い、高リスクの懸念がある
場合には改善対応などの検討を行います。2017年度は
対象企業10社から回答を得ましたが（回収率100%）、
高リスクとなる事象はありませんでした。今後もお取引
先とともに、CSR調達活動を推進していきます。

 継続的な連携強化を図る
パートナー会議「ACF」の展開

 CSR調達の推進

パートナーとの関係強化 CSR・グリーン調達

WEB
「サプライチェーンCSR推進ガイドライン」に関する詳細は、こちらをご覧ください

https://www.ntt.com/about-us/procurement/csr.html

ションの紹介などを実施しました。
今後もACFなどの取り組みを通じて、グローバル

ネットワークサービスにおけるオペレーション品質の向
上、ノウハウの蓄積を行っていきます。

◆ Arcstar Carrier Forum 2017

グリーン調達については、報告書内「地球環境への貢献」パートをご覧ください

P.38
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※ エコバディス： サプライチェーンにおけるサステナビリティ（持続可能性）の評価機関。企
業によるサステナビリティに関連する方針、施策、実績を調査するためのプラットフォー
ムを提供し、「環境」「労働環境」「事業活動」「サプライチェーン」の4つの観点から、世界
110カ国・150業種におよぶサプライヤー企業の調査・評価を行っている。

近年、サプライチェーンを視野に入れたCSR活動に
対する社会の期待が高まっており、この結果、企業に
とってサプライヤーのCSR活動に関する状況把握また
は取引先への情報開示の重要性が増しています。私たち
は、2016年度よりサプライチェーンに関する世界的な
情報プラットフォーム「エコバディス※」に情報を登録
し、取引先および取引を検討している企業への情報開示
を推進しています。

2017年3月に初めてサステナビリティ調査を受検
し、「Silver」の評価を受けました。

私たちは自社の「環境」、「労働・人権」、「公正な活
動」、「調達」などの活動をグローバル評価し、これをベ
ンチマークと位置づけ、今後のCSRパフォーマンスの
改善に取り組んでいきたいと考えています。

 エコバディス社サプライヤー調査への取り組み

NTTコミュニケーションズおよびNTTコミュニケー
ションズグループ会社は、「NTTグループの紛争鉱物へ
の対応」に則った調達活動を行っていきます。

 紛争鉱物への対応

WEB
「奴隷労働および人身取引に関する声明（2017年度）」に関する詳細は、
こちらをご覧ください
https://www.ntt.com/content/dam/nttcom/hq/jp/about-us/
csr/ukmsa/UKMSA_statement(J)_2017.pdf

NTTコミュニケーションズグループは、英国で施行さ
れた英国現代奴隷法（Modern Slavery Act 2015）にも
とづき、「奴隷労働および人身取引に関する声明」を開
示しています。本声明では、奴隷労働および人身取引の
防止に向けて、自社およびサプライチェーンにおける取
り組み内容を報告しています。英国に拠点を持つ当社グ
ループでは、国内外の幅広いサプライヤーと誠実でサス
テナブルな関係をつくる中で、品質の高いサービスや製
品を調達し、奴隷労働や人身取引の防止に努めています。
今後は、サプライヤーとの協働体制をより一層強化する
ほか、人権インパクトアセスメントを実施し、人権侵害
に関するリスクと現状の把握に注力していきます。

 英国現代奴隷法声明文
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NTTコミュニケーションズは、さまざまな
分野で社会貢献活動を実践しています。国際協
力、環境保全、保健・医療・福祉、地域振興な
ど、多彩な分野での活動を通し、豊かな社会の
実現に貢献していく考えです。また、東日本大
震災の後、被災地において復興への取り組みが
継続的に進む現在、被災地の絆を再生し、かつ
生活再建への一助となるべく、支援活動を継続
しています。

近年、社会貢献活動には、地域や世代などで
括られる多彩な共同体（コミュニティー開発）
の育成を支援する役割が期待されています。私
たちの活動も、コミュニティー開発を意識しつ
つ、対象の裾野を拡げていきます。

私たちのアプローチ

◆ 活動原則

持続性	� 「細く、長く」を念頭に置き、継続のできる
活動を行います。

効率性	� 無理なく続けていくために、コストパフォー
マンスが高い活動を心がけます。

適正評価	� 寄付をする場合、真に社会に役立つかどう
かを適正に判断します。

世界観	� 国内だけにとどまらず、国際社会にも貢献
します。

スキル	� 情報流通市場で培ったサービスや社員の
能力を社会のために役立てます。

NTTコミュニケーションズでは、2008年から、千代
田区一斉清掃に参加しています。2017年度は6月6日
に281人、11月9日に232人で日比谷公園周辺の清掃
活動を実施しました。

また、NTTコミュニケーションズ ラグビー部である
シャイニングアークスの選手たちによる組織ビル周辺や

NTTコミュニケーションズグループは、「自然環境保
護」「社会福祉」「教育・文化振興」「地域振興・交流」「国際
交流」「スポーツ振興」を社会貢献活動の6つの柱を設定
して活動を推進しています。

2017年度は75件の社会貢献活動を実施し、延べ
3,280人の社員が参加しました。また、社会貢献活動に
関する総支出額の実績は約4,885万円でした。

NTTコム チェオでは、インターネット接続サービス
「OCN」会員向けのテクニカルサポートをはじめ、コン
タクトセンター（電話、メール、チャット、PCリモート操
作など）、訪問サポート（PC・ルータなどICT機器の設定、
操作説明など）、企業のICT機器運用管理など、テクニカ
ルサポートを核とした事業を展開しています。これら事
業において、日本各地在住の方が在宅で働ける機会を積
極的に提供しています。具体的には、コンタクトセンター
と訪問サポートにおいて、北海道から沖縄まで全国の在
宅スタッフが活躍しており、この一環として女性の活躍・
地域の活性化・新たな就業機会の提供にも取り組んでい
ます。

こうした長年にわたる実績と、女性活躍、地方創生、
就業支援などへの寄与が評価され、公益社団法人企業情
報化協会（IT協会）が主催する「第3回サービス・ホスピ
タリティ・アワード」にて最優秀賞など、数々の賞を受賞
しています。

また、政府（総務省、厚生労働省、経済産業省、国土
交通省、内閣官房、内閣府）が、東京都および経済界と連
携して展開する働き方改革運動として展開するテレワー
クの実施・促進の取り組みである「テレワーク・デイズ」
に「特別協力団体」として2017年より参画しています。

 各種清掃活動

 国内各地の在宅女性に対する就業機会の提供

国際・地域社会のために

◆ 社会貢献活動実績

件数（件） 参加人数（人） 活動支出額（円）
自然環境保護 16 1,376 17,449,529

社会福祉 34 1,495 5,899,112

教育・文化振興 9 29 5,500,650

地域振興・交流 5 8 548,000

国際交流 0 0 0

スポーツ振興 6 287 3,203,200

その他 5 85 16,257,851

合計 75 3,280 48,858,342

グラウンドを拠点としている市川市での清掃活動を毎月
実施しています。

地域貢献・コミュニティー開発重点活動
項目
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◆ 2017年度 グループ会社での環境貢献活動の例

会社名 施策名 概要 実施時期
参加
人数

（人）
NTTコム 
マーケティング（株） 白井里山

保全活動
千葉県白井市平塚
地区の里山での環
境保全活動

2017年
5、7、10月 95 

NTTコム
ソリューションズ（株）

エヌ・ティ・ティ・
ビズリング（株）

ビル周辺の
清掃活動

住 友 不 動 産 後 楽
園 ビ ル 周 辺 の 清
掃活動

通年で
週1回実施 10 

NTTコム
ソリューションズ（株）

災害対策用
備 蓄 品（ 食
糧）の寄付

災害対策用備蓄品
（食糧）の寄付し、
義援物資として飢
餓に苦しむ海外の
国々へ届ける

通年 ─

NTTコミュニケー
ションズグループ

ビル周辺の
清掃活動

日比谷ビル周辺の
清掃活動

2017年
6月、11月 513

海岸清掃 江の島海岸の清掃
活動

2017年
4月 137

ラグビー
教室

千葉県内の小学校
に社員を派遣し、
ラグビー普及・青
少年育成を目的に
ラグビー教室を開
催

通年 100

アジアの新興国では、経済成長の加速とともに社会の
ICT化の波が押し寄せ、情報通信のインフラ整備や人材
育成などが急がれています。ICTが各国内において企業
活動の根幹となりつつある中、私たちはテレマーケティ
ング事業を2016年1月に立ち上げ、現地のオペレー
ターを採用・育成し「クラウド」「データセンター」と
いった最先端のICTソリューションをアジア地域の各企
業のさまざまなニーズに合わせて提案・導入支援してい
ます。今後も海外事業を通じて、ICT企業として培った
知見と雇用創出の両面から持続的な関係構築を加速して
いきます。

 海外事業を通じた現地ICT化支援

私たちは、かねてより、グループ各社の自主的な社会
貢献活動を推奨しています。この結果、各社それぞれに
里山保全などの環境保全活動を行う社員有志の集まりが
生まれ、積極的な活動を継続しています。その主なもの
は以下のようになります。地道ながら地域に役立つ意義
ある取り組みを、企業市民の一員として引き続き推進し
ます。

 国内グループ各社での環境貢献活動
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◆ �シャイニングアークスを中心とした、
ジャパンラグビートップリーグでの募金活動

　 参加チーム 金額 使途

2011-2012
シーズン

NTT Com
のみ 366,525円 日本赤十字社へ寄付

2012-2013
シーズン

NTT Com
のみ 404,800円 宮城県ラグビー協会へ寄付

2013-2014
シーズン

トップリーグ
全チーム 約200万円

2014年6月に行われた日本代
表の試合に被災地の子どもた
ちを招待

2014-2015
シーズン

トップリーグ
全チーム 2,306,040円

・岩手県釜石市の子どもたちを
対象としたチャリティーイベ
ントの開催（2015年10月24
日実施）

・岩手県釜石市の子どもたちを
LIXIL CUP 2016に招待

2015-2016
シーズン

トップリーグ
全チーム 2,270,170円 熊本地震被災地ラグビー教室

2016-2017
シーズン

トップリーグ
全チーム 2,252,561円

被災地の東北にてキャリア教
育およびラグビー教室「スクラ
ム先生プロジェクト」の実施

2017-2018 2,229,698円 未定

NTTコミュニケーションズでは、2011年3月11日
の東日本大震災で被災した方々に対して、ラグビーを通
して継続的に、風化させることなく何かできることがな
いかと考え、試合での得点「1点×10円」をシャイニ
ングアークスの全選手・スタッフから集め募金すること
で、ラグビーを通した被災地復興支援を始め、今ではこ
の活動はトップリーグ全チームに広がり、規模を大きく
拡大することができました。また、シャイニングアーク
スでは「第4回シャイニングアークスカップ」に東日本
大震災の被災地である岩手県、熊本大地震の被災地であ
る熊本県からラグビースクールを招待し、大会への参加
や選手による特別授業を実施しました。

東日本大震災だけではなく、トップリーグでは
2017年度に九州北部で発生した記録的豪雨の際や
2018年度に西日本で発生した豪雨災害の際にはトッ
プリーグのリーダー会議メンバーを中心に募金活動を
実施しました。

 東日本大震災復興支援の取り組み

NTTコミュニケーションズ ラグビー部であるシャイ
ニングアークスは、スポーツを通じて青少年の健全な育
成と地域との交流に積極的に取り組んでいます。4月か
ら拠点を浦安市へ移し、「相互連携・支援協力に関する
協定書」の締結をもとに、小学校でのラグビー教室や市
民の健康促進を目指した取り組みなど地域に根ざした活
動を展開しています。また、現在、小学生のラグビー大
会などでは順位付けをする大会が少ないことなどから、
競技力レベル向上を目指し、「シャイニングアークスカッ
プ」を開催しています。2017年度に開催された大会は
第4回目を迎え、地元千葉県や東京都、関東圏内から最
多となる18チームによって熱戦が繰り広げられました。

こうした取り組みを通じて、次世代を担う青少年の健
全な育成はもちろん、スポーツ文化としてのラグビー
の啓発、そして2019年に迎えるビッグイベント、ラグ
ビーワールドカップ日本大会の盛り上がりに貢献できれ
ばと考えています。

 青少年の育成

シンボルチームによる活動

◆ 第4回シャイニングアークスカップ
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より良い社会づくりに向け、企業には、官民を
あげた先進的な取り組みや、業界をまたぐ横断
的な取り組みに積極的に関与することが期待さ
れています。国連SDGsの目標17「パートナー
シップで目標を達成しよう」においてもその重要
性が唱えられるなど、その活動の社会的な意義
は、強まり続けています。私たちは、多様な組織
と連携し、業界を率先する施策に挑戦します。

私たちのアプローチ

インターネットにおけるセキュリティ上の被害は減
少傾向にあるものの、マルウェアを悪用したサイバー犯
罪の1つ、インターネットバンキングの不正送金による
2017年の国内被害額は約10.8億円でした（警察庁調べ）。

被害を避けるには、利用者個々のセキュリティ対策も
必要ですが、感染に気づかない挙動をするものも多く、
対策の浸透は容易ではありません。

NTTコミュニケーションズは国内ISPとして初め
て、お客さまがお申し込みや設定をせずに無料で利用可
能なマルウェア対策サービスを提供するなど、より安
心・安全にインターネットをご利用いただく仕組みづく
りに取り組んでいます。また、官民連携による国民の
安心・安全なインターネット環境の実現に向け、イン
ターネット端末の脆弱性を狙うサイバー攻撃からの被害
対策支援プロジェクト「ACTIVE（Advanced Cyber 
Threatsresponse InitiatiVE）」に参画しています。
具体的な取り組みとして、「マルウェア不正通信ブロッ
クサービス」において、私たちが利用している悪性サイ
トリストに加え、ACTIVEが作成するリストを相互に
共有・活用することで悪性サイトリストの判定精度をあ
げ、被害拡大防止や注意喚起を行い、マルウェア感染根
絶の取り組みに努めています。

児童ポルノのブロッキングは、児童の人権の保護はも
ちろん、児童の人権侵害への加担防止など、安心・安全
なインターネット利用環境の確保のために重要な課題で
す。特に2010年に政府が公表した「児童ポルノ排除総
合対策」を契機に、ISPなどの関連事業者による自主的
なブロッキング実施も含めた積極的な制度づくりが官民
連携で続いています。こうした中、2011年にNTTコ
ミュニケーションズグループをはじめ、プロバイダーや
検索サービス事業者、フィルタリングサービス事業者な
どの有志が中心となって一般社団法人インターネットコ
ンテンツセーフティ協会（ICSA）を設立。児童ポルノ画
像へのアクセスを強制的に遮断するブロッキング対象情
報の適切な作成・管理と、会員事業者に対する児童ポル
ノ掲載アドレスリストの提供を同年4月より展開してい
ます。

具体的には、NTTコミュニケーションズグループの
「goo」「ぷらら」「OCN」では、ICSAの提供する児童ポ
ルノ掲載アドレスリストをもとにアクセス制限を実施し
ています。また2011年より、ICSAから提供される児童
ポルノ掲載サイトリストに即し各種ISP側での児童ポル
ノ画像のブロッキングが開始されたことを受け、NTTレ
ゾナントが運営する各種検索サービスにおいても対応を
行っています。

 インターネット利用者の安心・安全を守る
   取り組み

 児童ポルノ対策に向けた業界横断での取り組み

ネット犯罪防止への貢献 子どもの健全な成長への貢献

外部団体への参加

NTTコミュニケーションズでは外部団体・組織への
参加を積極的に行い、情報共有を行うことで、社内の
枠組みを超え、社会課題の解決につながる取り組みの
共有を図っています。

外部団体への参加状況（主な団体のみ掲載）
・	一般社団法人沖縄オープンラボラトリ（理事）
・	一般社団法人高度ITアーキテクト育成協議会（理事）
・	一般社団法人インターネットコンテンツセーフ

ティ協会(ICSA)（理事）
・	グリーングリッド（The Green Grid）
・	MIJSコンソーシアム
・	一般社団法人セキュリィティ対策推進協議会(SPREAD)

外部団体への参画
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